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 要  旨 
 いつでもどこでも何でもワイヤレスでネットワーク接続できるユビキタスネットワーク社会の到来
に向けて、従来のように大規模なインフラなしでネットワークを構築できるアドホックネットワーク
が注目されている。 
また、近年日本では少子高齢化が大きな社会問題となっている。今後の日本では老人ホームや病院で
の介護者の人手不足が予想される。その様な社会の中でも、介護施設は常に安心・安全であることが
必要である。また同時に、「安心・安全な環境を以下に少ない人数で実現するか」ということが今後大
きな課題となるだろう。その解決方法の１つとして屋内位置検出システムが考えられる。 
 そこで、本研究では基地局を必要とせず、自ら自律的にネットワークを構築するアドホックネット
ワークを用いて、初期設置を容易にし、ネットワークの増設にも柔軟に対応できる位置検出システム
を実現する。また、位置検出には微弱電波規格の微弱電波無線機を用いて、常時身につけていても気
にならない小型で低コストな端末を実現する。 
 アドホックネットワークを構築する無線機 MICAz と試作をした AM 変調微弱電波無線機を用い
て、通信信頼度の確認実験・屋内位置検出実験を行った。 
 ＭＩＣＡz は屋外で 10m までは 90%以上の通信信頼度があることを確認した。それ以上の距離では
だんだんと通信信頼度は下がっていった。 
 AM 変調微弱電波無線機は屋外で、1m では 100％の通信信頼度があった。 
 屋内位置検出実験では、送信周期 9 秒で ID 番号を 33 回送信し、 27 回受信することが出来た。そ
のうち正しい位置検出結果は 20 回であり、位置検出の成功確率は 74％だった。 
 次に試作した FM 変調微弱電波無線機を用いて、通信信頼度確認実験・RSSI 値を用いたオーバーラ
ップエリアでの位置検出実験・屋内位置検出実験を行った。 
 通信信頼度確認実験では、 屋外で 40dB のアッテネータを使用し 4m で 50％の通信信頼度があっ
た。 
 RSSI 値を用いたオーバーラップエリアでの位置検出実験では、距離 8m の中の 26 地点で位置検出
を行い 18 地点でどちらの受信機の近くに送信機があるのか検出することが出来た。 
 屋内位置検出実験では、40dB のアッテネータを使用した。 送信周期 1.5 秒で ID 番号を 240 回送
信し、174 回受信した。 174 回の受信の中で正しい位置検出結果は 165 回であった。 位置検出の成
功確率は 95％だった。 その際の位置精度は、受信機間の距離の半分として 4m 程度である。 
 
